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文教福祉委員会会議録 

 

平成２８年６月８日   水曜日 

  午前 ９時３０分開議 

  午前１１時５８分閉議（実時間３０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

 ・保健・福祉に関する諸問題の調査 

  （熊本地震における所管施設の被害状況及び

耐震化について（管内調査）） 

                                 

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  友 枝 和 明 君 

副委員長  庄 野 末 藏 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  島 田 一 已 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  幸 村 香代子 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

   

 

 

 

教育部長              釜   道 治 君 

  教育部次長     桑 田 謙 治 君 

教育施設課長    有 馬 健 一 君 

学校教育課長    渡 邊 裕 一 君 

教育政策課長    宮 田   径 君 

                              

○記録担当書記     松 本 和 美 君 

 

（午前９時３０分 開会） 

○委員長（友枝和明君） おはようございます。

（「おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 それでは、定刻となり定足数に達しております

ので、ただいまから文教福祉委員会を開会いたし

ます。 

                              

○所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（友枝和明君） 本日は、当委員会の所

管事務調査であります、教育に関する諸問題の調

査、保健・福祉に関する諸問題の調査の２件を議

題とし、熊本地震における所管施設の被害状況及

び耐震化について、管内調査を行うこととしてお

ります。 

 それでは、所管施設の被害状況について、執行

部から発言の申し出があっておりますので、これ

を許します。 

 まず、健康福祉部所管施設について、説明を願

います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君） お

はようございます。（「おはようございます」と呼

ぶ者あり）健康福祉部長の山田と申します。よろ

しくお願いします。 

 それでは、今回のですね、熊本地震における所

管施設の被害状況ということで、部次長の小薮の

ほうから説明いたします。よろしくお願いいたし

ます。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（小薮 正君） 

はい。健康福祉部の小薮です。よろしくお願いし

ます。座りまして説明いたします。 

 熊本地震に伴う健康福祉部で所管する施設の被

害状況について報告いたします。 

 熊本地震（平成２８年４月）健康福祉部所管施 

 

山 田   忍 君 
健康福祉部長兼 

福祉事務所長 

小 薮   正 君 
健康福祉部次長兼 

福祉事務所次長 
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設被災状況をお願いします。１ページをあけてく

ださい。 

 福祉施設のうち、公立保育園では７園、３６４

万６０００円の被害がありました。 

 まず、高田あけぼので、３ページの写真にあり

ますように、柱にひびが入っております。このひ

びについて、高田あけぼのを設計した設計事務所

が４月２９日に現地調査を行い、安全性について

は問題ないとの確認を得ております。また、園庭

フェンスや遊戯室北側パネルが破損しております。 

 次に、宮地さくらでは、天井パネルが外れてお

り、花壇のれんがやベランダのタイルが割れてお

ります。 

 次の白島ぎんがです。屋根に取り付けられてい

たテレビアンテナが破損。園の内部仕上げ材に無

数のクラック――ひびが入っております。 

 次に、鏡です。４ページになりますが、玄関ポ

ーチと側溝との間に隙間が発生しております。ま

た、園の施設内の内部仕上げ材にクラックが多数

入っております。 

 次に、鏡第二です。足洗い場ブロックやプール、

シャワーの配管、トイレポールタップが破損して

おります。 

 次に、郡築しおかぜでは、外壁にひび割れが走

っております。 

 下岳保育園では、園舎内壁に亀裂が入り、タイ

ルもいくつか剥げ落ちております。 

 また、私立保育園においては、外壁面に多数の

亀裂が入り、修繕料５５５万１０００円を見込む、

八代ひかりほか１９園に地震被害があったとのこ

とです。 

 続きまして、２ページになりますが、衛生施設

のうち、医療施設の被害として、５１万３０００

円がありました。 

 写真では５ページになりますが、椎原診療所に

おきましては、屋根隅瓦の滑落があり、下岳診療 

所におきましては、屋根の軒瓦のずれ、軒瓦の下 

の土の流出がありました。 また、壁面に多数の 

クラックが入っております。 

 そのほかでは、八代市保健センターにおきまし

て、２１０万５０００円の被害がありました。 

 ６ページの写真になりますが、２階キャノピー

網入りガラス東側５カ所、西側４カ所に亀裂があ

りました。また、１階集団検診室エアコン室外機

破損に伴う基盤故障がありました。 

 以上、健康福祉部所管及び関連施設の熊本地震

における被害状況の報告とします。 

 よろしくお願いします。 

○委員長（友枝和明君） ただいまの説明にあり

ました部分につきましては、６月定例会において

議案が上程される予定となっておりますので、質

疑については、事前審査に当たらない範囲でなさ

れますようお願いをいたします。 

 それでは、何か御質疑・御意見等はございませ

んか。 

○委員（幸村香代子君） 先ほどの説明の中で、

高田あけぼの保育園に関しては、４月２９日に設

計業者が調査を行って、問題がないというふうに

判断をされたということなんですが、ほかの被害

を受けたところの園舎なり施設とかっていうとこ

ろはどのように、そのあたりは対応されてるんで

しょうか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（山田 忍君） そ

の他の施設につきましては、市の建築住宅課のほ

うで確認のほうをしております。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、以上で、健

康福祉部所管施設に対する質疑を終了します。 

 執行部入れかえのため、小会いたいします。（「お

世話になりました」と呼ぶ者あり） 

（午前９時３６分 小会） 

                              

（午前９時３７分 本会） 

○委員長（友枝和明君） 本会に戻します。 

次に、教育部所管施設について説明を願います。 
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○教育部長（釜 道治君） おはようございます。

（「おはようございます」と呼ぶ者あり）本日は、

御報告の機会をいただきありがとうございます。 

 教育部所管施設の被害状況につきましては、こ

の後桑田次長より、現段階で取りまとめをいたし

ました内容について、報告をさせていただきます。 

 あわせて、せっかくの機会でございますので、

今後の災害復旧に当たっての基本的な考え方並び

に、今年度の学校施設非構造部材の耐震化事業の

実施についても報告をさせていただきます。 

 管内視察におきましては、時間に限りがござい

ますので、被害が大きかった箇所１カ所と、耐震

化事業が終了いたしております２カ所の現状をご

らんいただきます。なお、直近の各施設の運営状

況でございますが、図書館、博物館におきまして

も通常運営に戻りました。一般市民の利用が多い

学校体育館におきましても利用が始まっておりま

す。各校区公民館の利用において、一部おくれが

出ておりますが、今月中旬をめどに通常どおりの

利用が可能となるよう、準備を進めているところ

でございます。また、学校、幼稚園におきまして

も、十分に子供たちに寄り添いながら、平常化に

努めておるところでございます。 

 以上でございます。委員各位におかれましては、

今後とも御支援のほど、よろしくお願いをいたし

ます。 

○教育部次長（桑田謙治君） おはようございま

す。（「おはようございます」と呼ぶ者あり）教育

部次長の桑田でございます。 

 熊本地震による、教育部が所管いたします施設

の被害状況について御報告させていただきます。

座らせていただきます。 

 今回の一連の熊本地震では、本市で震度６弱の 

揺れを引き起こした４月１６日のマグニチュード

７．３の本震、４月１９日に本市で震度５強の揺

れを感じた余震を初め、本市では震度６弱が１回、

震度５強が２回、震度５弱が２回及び震度４が１

１回の強い揺れのほか、頻発する余震によりまし

て、教育部所管施設につきましても多数の被害が

生じております。 

それでは、教育部所管施設の被害状況でござい

ますが、お手元に配付しております、熊本地震に

おける所管施設の被害状況及び耐震化についてに

より御報告させていただきます。 

配付資料の１ページから６ページにかけまして、

施設ごとの主な被害状況のほか、被害状況の写真

をつけておりますのでごらんいただければと思い

ます。 

被害の多くは、外壁、内壁のひび割れ、建物接

合部分であるエキスパンションジョイントの破損、

窓ガラス破損、基礎コンクリートのひび割れ及び

備品の損壊等となっております。 

泉第八小学校教職員住宅及び麦島学校給食セン

ターを除き、耐震化により大規模な損壊や使用で

きない状態となっているものはございません。 

被害状況及び被害額につきましては、現段階で

の見込み及び概算でございまして、見積額の変更

や今後の復旧方法、新たな被害箇所の追加等によ

り、変更することがありますことを申し添えさせ

ていただきます。 

現段階の教育部所管施設の被害総額としまして

は、資料の２ページのほうをあけていただきたい

と思います。 

被害総額といたしましては、１億１２７７万１

０００円となっておりまして、１ページのほうお

戻りいただきますと、内訳としましては、小学校

２５校で３６２８万９０００円、中学校は、１５

校すべてで２８３０万６０００円、八代支援学校

で１５０万円、幼稚園６園全てで３４７万３００

０円及び５つの学校給食センターで１７９８万７

０００円、２ページになりますが、公民館、図書

館等の社会教育施設の２０施設で２５２１万６０

００円となっております。 

主な被害の状況でございますが、また１ページ

のほうをあけていただきたいと思います。 

小学校におきましては、３ページのほうに写真 
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もつけておりますが、代陽小のエキスパンション

ジョイント破損、給食室内外壁割れ等で７５５万

６０００円、松高小のエキスパンションジョイン

ト破損等で１５９万３０００円、龍峯小の貯水槽

給水配管破損、校舎・体育館ガラスひび割れで１

０２万１０００円、泉八小では、教職員住宅２棟

に地割れ、基礎立ち上りコンクリート亀裂等の被

害が生じております。現在、入居を禁止しており

ますので、早急に仮設宿舎を確保するとともに、

今後は、建てかえを予定いたしております。 

次に、中学校におきましては、一中の職員室放

送機器破損等で ３９９万２０００円、４ページに

写真のほうつけておりますが、四中のエキスパン

ションジョイント破損等で４８６万２０００円、

七中で、エキスパンションジョイント破損、防球

ネット支柱破損、外壁クラック等で６２９万円、

泉中では、屋上塔屋内壁コンクリート剪断破壊等

で２８８万円といった状況となっております。 

八代支援学校では、エキスパンションジョイン

トの浮き、教室棟建具ひずみ等で１５０万円、写

真は５ページになりますが、幼稚園は全６園で、

外壁・トイレクラック、ガラスひび割れ、国旗掲

揚台基礎ひび割れ等で、３４７万３０００円の被

害となっております。 

 学校給食センターでは、５センターで被害があ

り、５ページに写真を掲載しておりますが、麦島

学校給食センターでは天井落下などで１６２１万

３０００円、中部学校給食センターのボイラー軟

水機破損等で７５万３０００円となり、合計１７

９８万７０００円の被害となっております。 

なお、麦島学校給食センターにおきましては、

現在調理を中止しておりまして、他の学校給食セ

ンターにおいて代替調理をもって対応していると

ころでございます。今後速やかに修理を行い、原

状回復に努めてまいります。 

 次に、資料の２ページになりますが、社会教育

施設の被害状況でございます。 

 まず、校区公民館では１２公民館で被害がござ 

いまして、被害額１７９６万８０００円となって

おります。 

主なものとして、６ページのほうに写真をつけ

ておりますが、松高公民館の空調チラーユニット

基礎部分が破損し、新たにパッケージエアコン３

基新設等で６０５万９０００円、坂本公民館の地

盤沈下による玄関アプローチ・犬走り等の陥没、

汚水管破断等で４９１万１０００円、図書館にお

きましては、３階書庫内はり、壁ひび割れで１４

４万８０００円、博物館では、地下機械室内受水

槽の底部に亀裂等の被害８０万８０００円となっ

ております。 

 その他社会教育施設では、藤本社会教育センタ

ーの研修棟屋根の破損等、赤星公園土壁亀裂等な

ど、社会教育センター等で４９９万２０００円の

被害となっておるところでございます。 

以上が被害状況の概要でございます。 

 今回の地震による教育部所管施設の被害につき

ましては、学校施設等におきましては、応急危険

度判定調査を行い、被害の程度を判定し、今後の

余震等に対する安全性を確認した上で、供用開始

を行っているところでございます。 

また、地震による教育部所管施設の被害に対す

る修繕等の災害復旧に要する経費につきましては、

５月補正予算、専決分で９１７１万１０００円を

対応させていただいておりますが、６月補正予算

でも必要経費の対応をお願いしておりまして、今

後、遅滞なく被害の復旧に努めて、施設の安全確

保及び適正な維持を図って参ります。 

文教福祉委員会におかれましては、引き続き、

災害復旧への対応につきましても、御理解と御協

力を賜りますようお願い申し上げまして、熊本地 

震による災害状況の御報告といたします。 

 引き続き、補足説明としまして、配布資料の２ 

及び３について、有馬教育施設課長が御説明いた 

しますのでよろしくお願いいたします。 

○教育施設課長（有馬健一君） それでは、引き 

続き御説明を申し上げます。 
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 ７ページをごらんください。 

 災害復旧の手順ということでございます。これ

は、建物が地震による被災をした場合の復旧手順

を示したものでございます。 

 地震発生後、まず第１段階として、地震直後に

応急危険度判定を行い、その後の余震による２次

災害を回避するために、その建物の安全性の調査

を行うものです。 

 第２段階として、やや落ち着いた時期に、被災

度区分判定を行い、被災度の調査及び復旧が必要

か、不必要かの判定を行うものです。これは、第

３段階で、復旧が必要な被災した建物の復旧計画

及び復旧工事につなげるものでございます。 

 熊本地震に係る、本市の学校施設の対応としま

しては、地震発生直後に、第１段階の応急危険度

判定を教育施設課職員により行っております。 

結果として、危険な建物はなく、ほとんどが軽

微な被災であると判定しております。応急処置を

施せば、安全に利用できる状態でありました。 

次の、第２段階の被災度区分判定につきまして

は、多くの学校施設のコンクリート壁などに、細

かな亀裂が発生しておりますので、建物を今後、

恒久的に使用する上で、安全性についての詳細な

調査をする必要があり、被災度区分判定を実施し

たいと考えております。 

現在、どの範囲の建物まで被災度区分判定を実

施するかなど、検討中であります。また、被災度

区分判定は、建築士事務所等に委託する必要があ

りますので、９月議会に、この業務委託について、

補正予算を計上したいと考えております。 

そして、この被災度区分判定をもとに、復旧が

必要な学校施設についての、復旧計画及び復旧工

事につなげていきたいと考えております。 

次に、８ページをごらん下さい。 

平成２７年１２月議会で予算を御承認いただき

ました、学校施設の非構造部材耐震化事業の一覧

でございます。 

この中で、武道場について、二中、五中、七中、 

千丁中、東陽中の工事は、ほぼ終わっている状況

でございます。 

また、全ての小中学校体育館と、三中、鏡中の

武道場、そして幼稚園園舎の工事については、こ

れから現場着手する状況でございます。 

小中学校体育館非構造部材耐震化の、今後の計

画につきましては、つり天井等がない施設で、照

明器具やバスケットゴール等の落下防止対策が必

要な施設について、平成２９年・３０年度に実施

する予定でございます。 

この非構造部材については、非常に範囲が広ろ

うございまして、校舎等にも、６メーター以上の

つり天井等がございますので、今後学校施設の整

備の中で随時取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

以上、説明を終わります。 

○委員長（友枝和明君） ありがとうございまし

た。 

 ただいまの説明に対し、先ほど同様、事前審査

に当たらない範囲での質疑・御意見等はございま

せんか。 

○委員（太田広則君） ちょっと確認です。麦島

給食センターが一番、給食センターの中でひどか

ったようですが、今、停止中ということで、職員

の皆さんも休職中でしょうか。 

○教育部次長（桑田謙治君） 職員につきまして

は、先ほど、麦島給食センターの分につきまして

は、他の給食センターのほうで代替で調理・配送

を行っている状況でございますので、そこに、麦

島給食センターにおられる調理員さんにつきまし

ては、それぞれの代替給食センターのほうに行っ

ていただきまして、お手伝いといいますか、調理

のほうをされている状況でございます。（委員太田 

広則君「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） ほかにありませんか。 

○委員（幸村香代子君） 子供たちの様子という

のは、この震災後ですね、どんなふうかっていう 

ことを押さえられている範囲で御報告をいただき 
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たいんですが。 

○学校教育課長（渡邊裕一君） では、概要をお

知らせさせていただきます。 

 まず、避難所生活を経験した子供たちが１２７

０名、車中生活経験は１４８５名、市外非難が２

３０名ということでございましたが、現在、スク

ールカウンセラーが必要だと思われる子供たちは

２３名ということで、これにつきましては、学校

配置のスクールカウンセラー及び県から派遣のス

クールカウンセラーで、現在対応していただいて

おります。 

 それから、市外への転出した子供、これは家の

破損等が理由もありますが５名、そして市外から

八代市立学校へ入ってきた子供が６名というよう

な状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） この際、委員として質

疑をしたいので、暫時、副委員長と交代をいたし

ます。 

○副委員長（庄野末藏君） それでは暫時、委員

長の職務を行いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員（友枝和明君） お尋ねですが、麦島給食

センターが使用できないということで、ほかの施

設からの給食の配送、この車両につきまして、も

ちろん保冷車だと思いますが、いかがですか。 

○教育政策課長（宮田 径君） 教育政策課の宮

田です。 

 今、ほかの南部・西部・中部の給食センターで

少しずつ振り分けて給食を作っているわけですけ

ども、配送につきましては、それぞれの給食セン

ターが持っていらっしゃる保冷車ですね、これに

少しでも工夫してたくさん積めるように、まず、 

積んでですね、それで足りない分は、今麦島にあ

る車を出しまして、配送を行っている状況であり

ます。 

 以上です。 

○副委員長（庄野末藏君） それでは委員長の職 

務を委員長と交代いたします。 

 ○委員長（友枝和明君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で、教育部所管施

設に対する質疑を終了します。 

 それでは、これより御手元に配付いたしており

ます行程のとおり、管内調査を行います。 

 しばらく休憩いたします。 

（午前９時５６分 休憩） 

                              

（午前１１時５３分 開議） 

○委員長（友枝和明君） それでは、休憩前に引

き続き、文教福祉委員会を再開いたします。 

 ただいま、視察してまいりました教育部所管施

設の管内調査について、質疑、御意見等はござい

ませんか。 

○委員（太田広則君） さきほど、麦島の給食セ

ンターが一番経費がかかっているという理由が、

市内の給食センターの中で一番古いということが

わかって、そして、外のほうもかなりアングルが

浮き出ていたりですね、非常にダクトが大きくて

危険だなというふうに感じております。 

 そうした中で、中の現場でも言いましたけども、

全部つってありますね、１０ミリくらいのシャフ

トで、全てのダクトから配管から。それは、恐ら

く下の作業者の方々が邪魔にならにように、作業

効率性を考えて、極力、縦になるものを置かない

という中で、全部上にあるものはつってしまおう

という考え方、それはそれでいいんだと思うんで

すが、こういったように、天井をあんだけつって

いる中で張りかえようと思ったら、相当経費がか

かるというふうに思うんですね。 

 そこで、１６２１万３０００円が麦島学校給食 

センターなってますけど、これは、天井落下のと

こは、材質を検討するということでしたけど、実

際この経費で終わりそうですかね。どうですかね。

ちょっとそこだけ心配しているんですが。 

○教育政策課長（宮田 径君） 今御指摘の件で 
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すけど、どういった改修がふさわしいのかという

のを、今度専門家のほうにですね、設計委託をす

る予算を、６月補正に計上しているところでござ

います。その結果次第というところはございます

けれども、まずは、現状復帰の予算を５月の専決

でとっておりますので、その範囲でおさまるかど

うか、ちょっと天井に使う材質を変更ということ

で、その部分の経費が上がる部分がありますが、

なんとかそれ以内でおさまるのではないかと思っ

ておりますけども、もし足りない場合はですね、

さらに追加補正でありますとか、流用対応といっ

た形になるとも考えられると思います。 

 ただ、大きなところでは、専決の予算でなんと

かなるのかなという予測といいますか、感触は持

っているところではございます。 

○委員（太田広則君） いや、本当はね、こっか

ら先は委員会のあれになるんで、あれですが、ア

ングルを支えてつると、そうすると、天井に這わ

せる本数が少なくなるし、強度も大きいので、そ

んなにないということで、将来的にはね、皆さん

方がいろんな給食センター、今後見られていかれ

る、もしくは、ものづくりの現場の工場見られた

ときに、あそこまで、シャフトでつってある工場

なんて、今ほとんどないですよ。ですから、そう

いった将来的なね、給食センターが古びて建てか

えってなったときにはですね、ああいった、ひと

つずつをシャフトでつるという考え方というのは、

もうちょっと古いんじゃないかなというふうに思

います。これは意見としてね。将来的にはアング

ルで支えていくという考え方を持っといてもらえ

ればなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） それでは、以上で熊本

地震における所管施設の被害状況及び耐震化につ

いての管内調査を終了いたします。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について、 

何かありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） なければ、所管事務調

査２件についての調査を終了します。 

 以上で、本日の委員会の日程は、全部終了いた

しました。これをもって、文教福祉委員会を散会

いたします。 

（午前１１時５８分 閉会） 
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